
琉球大学学術リポジトリ

外国語教育における小・中の連携 :
連携の必要性と接続期の指導事例

言語: 

出版者: 琉球大学教育学部附属教育実践総合センター

公開日: 2015-02-20

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 大城, 賢, Oshiro, Ken

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/20.500.12000/30396URL



教育~践総合センタ一紀契 約 2lサ 2014(01'-3 ) J 

外国語教育における小 ・中の連携

~連携の必要性と接続期の指導事例~

大城賢

A Study of English Education in J apan 
Development of Cooperation Between Elementary School and Junior I-ligh School 

Oshiro， Ken' 

1. はじめに

小学校外国語活動が必修化されて今年 (平成

25年度)で 3年目になる。公益財団法人英和検

定協会が平成24年 12}=lに小学校外国持活動の現

状についてアンケート調査を笑施している。lfi:
校では 5・6年生での外国語活動がスムーズに進

んでいると思いますかJという質問に「スムーズ

に進んでいる」とした凶答が24.1%、「部組はあ

るが、進んでいる」とした回答が 66.1%、 「i船越

があ り、 導入したものの不安が残る」が7.5%で

ある。この結果は、 19訓以上が課題はあるもの

の取り組みが進んでいるJと楽制的に見ることが

できるが、 一方では 17i'iU以上のt学校には訓!出が

ある」と厳しく見ることも可能である。大切なこ

とは、 ~~!題が何であるかを十分に検討し、 ii県!副 Wf

決に向けて関係者が努力していくことである。

さて、課題の lつが小・ 11-1の辿腕である。本杭

においては小・ 中述携の効来や課題を公主主111'同法

人英語検定協会が行ったアンケートを"，心に検討

し、今後どのような連携が模索されるべきかを議

論する。また、小学校の卒業Wlの便業と 小学校の

入門Jtllの授業で配慮すべき点や兵科医的な指導事例

を示した。小 ・中の接続Wlに授業を刊当する先生

.琉球大学教育学部

ブ1の参考ーになれば幸いで‘ある。

2.小 ・中連携の現状と課題

外国諸活動は、課題はあるものの 9割以上の学

校でl限り組みが進んでいることを先に述べた。!日j

じ学校を対象に「貴校や貴校を取り巻く近隣の地

|ぎでは、なんらかの形で小 ・中迎11~に取り組んで

いますか」という質問をしたところ、「自分の小

学校も近|捺の小学校も取り組んでいる」と答えた

学校が48.2%、「自分の小学校はJI兄り組んでいる

が、近隣の小学校はJllI.り組んで、いない」が3.9%、

「自分の小学校は取り 組んでいないが、近隣の小

学校は取り組んで、いるJが3.9%、1I~I 分の小学校

も近隣の小学校 もllllり組んで、いない」が20.2%、

「わからないJが20.9%となっている。この紡県

から 5割強の小学校では小 ・中の連携に取りキ11ん

でいることが分かる。逆に 5制弱の学校は外国JR

i前nQ!を実施しているものの小 -中の述挑lこは取り

おlんでいなし、。

さらに小 -中連携に取り組んでいる学校にどの

ような方法で「小 ・中連携Jを行っているかを

桜数回答で質問したところ、「授業参観や意見交

換jが78
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ALTが小 ・中学校の授業を受け持つ、等)Jが

40.5% i勉強会や研究会の合同開1m(学校ベー

ス)Jが 29.3%、「教員や jTEの行き米('1'学校

教L1と小学校教員がTTで指導する、年nJが

18.3%、「桁議資料や教材45:の配布(交換)Jが

10.5%、となっている。正倒的に多いのが 「託業

参聞やむは交換J(78.8%)である。 しカか、し、この

数~i

ているのでで.全小f学字校の 7汚8.8%が授1業E参削や芯立;;比L交

f換臭を行行:つている詩訳tでで、はないことにJ注主古立;したし、、。oi日J受
業参在観J=lや立見ラ交どJ換失」 を行つている主字学f字:校は全イ休木カか、ら

J，.!.ると 4"片付'O!tにjf!jぎない。

次に、小'I'jjWtに取り組んでいる学校へ、「小-

'1' 辿 ~J~ J のf.!.い点について該 ~'íするものを複数

問符で/mし、たところ、 i1l1i!+1人j作のキ1lli.:fII!併の向

上 (キ11;'ι'.'.(fIUiJ平合む)Jが 69.2%、「救1-1間 (学校

111/ )のコミ ュニケーションや/hlj)J体制のII'JJ'.Jが

55.5%， íY~ '，'i'i:O)I I" 下校人'7 後の bt 'r1H-への]2:欲 ・ |弘!

心が I'::j まる J が 37.6% 、 í ~行 i淳 Itff/ペザ~U{こ|刻す

る hH/(~t イI (配布、呼)J が 33.4% 、 「児 .I'~: の rr .'2!=

校人~?:後の P~;;I(- )JIIIJ卜ーにがiびっく jが 14.6%と

なっている (1<.1 )。

(ぷ 1) 

選択J/支 '，Iil/f.' 

① 指導内用の相互理I!I鮮のIIlU_:(flljs.'.'UII!併合む) 69.2% 

② 指導資料や教材にi見lする 'h'j'判i共~I・ ( 配布、~\'?; ) 33."% 

① 教員/11/(学校/11/)のコミコーニケーションや協力1+:i/iI/のlilJ.卜. 55.5% 

④ 児並の l ド学校入学~tの英Jliへのな欲 . /弘!心がd'JJまる 37.696 

⑤ 児童の r/l~校入学後の:J(~1げJ lilJ 1'.のJIllびっく 1".696 

⑥ わからない 3.1% 

⑦ その他 0.9% 

@青1，1，回答 2.9% 

;J、 .中連携の第 lの効栄と して 「指滋|人l容の中LI

liJW.併が向上したJと評価していることは大変出

ましいことである。部2の効果としては「教具間

のコミュニケーションや協力体1/，1/の向上」がうら

がっている。中IIITの授業参観やその他の述携i丹羽j

を辿して、小 .，/，の協力体f/ilJが向上 したことは大

変好ましいことである。生徒指導J'.でも好ましい

;話料があるものと考えられる。第3の五カ月ミとして

は「児主の中学校入学後の英語への:TI:fik'/則心が

I~':j まる J がががっている 。 これは「指王手|人!容の中11

11~理Wf. J と大きく 関わっているのではないかと忠

われる。ノj、・中の連携によって小学校の授業内科

を'1'学校の先生が型解する ことができ 、その こ

とが「児被の '1 '学校入学後の意欲 • /弘l心が山ま

るjにつながっていくものと考えていることがわ

かる。ノトI/J述JJEにはこのような効果が立;哉されて

いるが、これは小 ・'1:1述携を実施している小宇校

を対象とした献資紡糸であることに I'fび注意した

い。小 ・中連携を進めたことで表 lのような効栄

があると認識されているが、小学校全体から見れ

ば、「桁呼l人l作の+111(j11¥fiJ'f.がlilJトー したjというの

は36%、「放11/IIJのコ ミュニケーションや協力体

i/ilJのli，JI'.J は29%、「円y~い4ω'，'‘'11江Itの lけ/1 ~字2子7.校入主学学7字:1:後;変炎の 3英応計訊i 

への|似附見刈lト4心L、. 必ぷd欲U次〈がj“目

τ百;う と6 ;制l与切i刻リ附リ弧強j虫iの学校でで、lは立J桁行え羽1q予|内j人付、l容カがf羽相|川l什1.坦Wf.げ!干{され
ていなし、、。また、7 "川l月m切~I川lリIH.松ヱ引)皮立の，.午.ア下わy戸:j校佼では救iμ-1 11 1]のコ

ミュニケーシ ョンや協力体制ができていない。8

:，'iIJf'I'.J立の学校で・は小 中述JjEができていないため、

児市のけI~~t人午後の英日目への|刻心 - ぷ欲にマ イ ナ

スの;;;手引'があると与えている、と解釈できる。

公係l!1 卜j'/ä;人英;!?検定協会の訓1~*;'i栄はノj、 . 1/' 

述般を実施している'-'/:校を対象とした結楽であ

り、データをiUJ':して凡ていかないと多くの学校

で小 .1/'A:tJ!;については望ましし叶古来が:1¥ている

と比政って しまう。ノj、.11'.clfHtを'ぷ施している学

校では 1'.述したように多くのヴ:校がその効果を実

感しているが、4刊本からすると小 ・'1'i:lijJ引ままだ

まだ |分i並んでいるとはコーえず、小 .'i 1辿般を際l

ることにより明ましい:話料があるにも|刈わらず、

多くの学校ではまだそのような取りおlみはわって

内
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いないと考えることが妥当である。

-)j、1，;1じく 小 ・'1'述携に取り組んでいる小学

校へ、「小 .'1' 述~j~J の課題について複数回答で

1mいたところ、「小 ・'1'の指導内容に関する意見

守:の+11述Jが 30.5%、「教nlHI(学校IU!)のコミュ

ニケーシヨンや|必)J体ilJlJが希薄Jが 29.6%、「児

戒のII"'{:校入学後の史認プJIbJ上に結びつかなし、J
が 12.7%、「JUfRの11'!'j!:入学後の英語への意欲 ・

|品ト心カfUiまらない」カ主7.5%となっている。

作It"('i'(ま小・ 111辿批を尖施している学校が 「良い

.'.'U と「課題Jとして考・えている内符を比較して

次の点に山口した。それは良い点として 「小・ 111

のi剖JBをしてみてキIIh理解が深まったJと考えた

教師が 69.2%であるが、|百lじ質問に対して、逆

に 、 「考ーえが ~f~ なっていて共通型肝にま.らなかっ

た」というのが30.5%であるという点である。キ"

Iï.Jl Iリげがi~ まった.'.'.((まどういうところなのか、共

通草lli'切に1'~らなかったのはどういう点なのかをこ

のアンケー トは;:1"'しく訓交してはいない。しかし、

その他の芯述1"1科をみると以下のようなものが挙

がっている。「コミュニケーション能力を育てる

ことに対する小 ・ " . のぷ織のI~U 、 「そもそも指導

|人j作や11H:iが児なるので、J受業の内容に|品lして小

から'11へぷ比を ，iうことはない」、 「小学校で取 り

組んできた的動が. 'I'!学校での授業に生かされな

いJ、わl、.".のつなぎの部分の授業をどう作って

いくか話し合い、改持していくことが必要J。こ

のようにみてくると「考えが呉なっていて共通理

解まではゼらなかったJとInl答した人の中には、

外1-"1.;目的助の桁将11際と内科が小 ・".の数日間で

共通Jlll解されていないと!感じている人が多いので

はないかと考えられる。

iiif述の公必lHI司法人 H本茶話検定協会のアン

ケート調布において、説j函と!長じているものを 5

つ選択させ、11l'i先J止のZ.;jいJlliiに点数化して順位を

付けたところ、 11立が八LT との述tj~および宇l ち

合わせのII~:II IJ (2.701点)、21立が指導内容 ・方法

(2.458)、3li1:が救口 (I-IRT、等)の指導力 ・技

術 (2.446)となっている。l位が ALTとの述批

及び打ち介わせのH寺川となっているのは、外岡;ii

io'助は十I!11:がニヒj(f.しながらも ALTとのティーム

ティーチングで進められていることを裏付けるも

のとなっている。tl!任教師も多忙なため、ティー

ムを組んでいる ALTとの打ち合わせH、，HIJがとれ

ないことがM:も大きな，.!li!lIiとなっていることは 1-
う，)-J}II角平できる。，11与|川:がと uないjということは

物JlII的な問題であり 、それは現場の先生方のてjミ

と努)Jに委ねるしかない。

市(iが懸念しているのは、品坦の 2似として「桁

碍内科・)jilU、そして 31山:に「教!1の桁将)J・技術J
が挙け'られていることである。外I，q;;n前!fi}Jの収入

に1¥11iliして、これまで微々なレベルのfiJf修が行わ

れてきた。しかし、それでもなお出迎として，j行

itÄ内科 • JnlUが 1-.li/~ にさ:Ì~げられている。 これは

~ñjr"する jl [ff:にとって 、 ''{:W j行持~加のI}，J rfやそ

れを ' 1 :.かす)iil~が未だにjミく理解されていないた

めと思われる。riC:米の文法を'11心としたJ行時は指

導官ーである出'1r:.fxniliも経験しているが、i-TIltを'11

心としたコミュニケーション重悦の指導について

はf本験したことがない。li分が体験したことのな

いものをJ初出することの~lll~ しさがIYJ らかになって

いるということがパ-えのではなかろうか。さらに、

}，Ix!1の Ij l1}(~j J .技羽りが3位にイJけていること

も、部2の Imi)以内科 .}ji去Jと、|児H系のないこ

とではない。折昨内科 .}j訟が型I¥W(，できていない

のなら、当然、rj行部)J.技術」 についても不公

があるのは当然である。IJ、乙jf・4交の先，+が:1;'IIWf，でき

ていないものを"1学校の先生が:f!IUげできるはずは

ない。

同じアンケー ト ;制作の別の瓜 11 に「特に必~と

思う研修|人l符はMですか」という1'lj::J唄11がある。

第 l似は 5'1.8%で，j行部法に附することJである。

このこととfJf:せて考えてみても 、小学校のmi昨日ー
にとってはIll1i淳|人j千手 ・ブiildが十分割!解されて

いないのではないかと思われる。小J}:校外凶;;nil'i

!日jに|民lする「指将|人r介 ・方法」が十分恩師されて

いない'1'で、指導法に|則して小 ・".が述nuしよう

とすることが百[能だろうか。まずは小 ・"1の数日lIi

が外1lil，lIl-ilrilfUJの11t::!や|人n停を共通翌日Wfoするこ とが

必認ではないかと思われる。

3.外国語活動のユニークさ

「小 ・ "1辿1j~J の課題についての 1"1終として「小 ・

'11のJ行部|人rrfに|則する立見などのキIljsJが 30，5%

。。
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であることは先に述べた。また、小学校の先生方

に求められている研修の内行は 「指導I)'j谷・方法J
であることも述べた。小・ Ijl:iili携をalf.しくしてい

る理山の lつは小学校外|対話前動のユニークさに

起|刈していると中.行は与えている。文部科学:省が

出している『小学校外|五日市首助研修ガイドプ yクj

には外国J詩的動の:f!ll念が述べられている。そのIjl

には以下のようなJ己述がある。

①外同日目的動は広い意味でのコミュニケー

之zと並立をif)反するための一環として位

t" I~づける

②円本計十とは~'~.なる日tiffに触れさせることに

より、行-J!isの1(fj!'1さや泣かさに気付かせた

り、 7jdftに対する|刻心h.1jめ、 E血主企血

上にも中11.来的に併するものとする。

③会話友攻、文法などのスキルを身につけさ

せることを11'(終的なねらいとするものでは

なく、小守:校段|併のふさわしい外国語での

コミュニケーション活動を行う ことが、Ijl・

尚等学校のヴ:判桁将安傾で目標としている

ところのコミュニケーション能力の向上に

も燃がっていくの(下線術者)

iJ.よいJ}J味で、のコミュニケーショ ン能力を育成す

るjとは、どういう立時なのだろうか。「同日!?力

の向上にも資するような外問布教育Jはどのよう

に行えばよいのだろうか。「スキルを直接的なね

らいとはせず、小乍:校段i併にキ11応 しいコミュニ

ケーションili動j とはどのよ うなものなのか。Ijl

~t校 - ρi等学校の尖j!?数日iliで、上述のような内科

の指導法について大マ:の英語科教育法のIjJで学ん

だことのある人はいるだろうか。1rli近て引は、小学

校の外岡知的動との|見l係で①~①の内符を扱うこ

とはあっ ても、 (.dilë的な.r:kl受 il~のテキス卜や誹;誌

のIjlでは①~①のようなこ とは言及されることは

なし、。!II:採の外jlq;fH救1fの現:IJ(を調べてみても、

①~③のような|人l千千を iI河川から取り 1'.げている外

|弔問!?教授-法はiキ.f!!r，である。小'ア・校の数日iIiにと って

も初めての|人l千五であるが、1~I 学校の英語数日i1i に

とっても米~IIの分野なのである。 もちろん長年 、

英語科教育i去に舵わってきた大学の教封にとって

も .'J~↑Jjは l ， íJ じである 。 外|軍I ，HfiÎ~!llぬは小学校の外llil

siltと似ているところもあれば異なるところもあ

る。{以ているカfゆえに、同じものと思ってしまい

;;~tf(Jrが生 じてしまう ことは当然のことである。 そ

こで大切なのが、外l主|諸活動の目線とl付行を双方

が改めてJlnrrff.しn'(すことである。

外1~1.:hi ，ri !li1J O) 11 僚や内容について詳しく知lるた

めには、，}:判指導要領の解説本等を読めばある脱

皮は理Jlfiげできる。4本、柿においては!特|持寺に①σの)i会J
J炎毛ヱB現)!.、文 il~などのスキルを身につけさせる こ とを

l川崎1"10なねらいとするものではなく、小学校段1:併

のふさわしい外凶iiliでのコミュニケー ション活動

を11:うことが、Ijl・山等学校の学習指導型:訂iで11

fl!としているところのコミ ュニケーシ ョン能)Jの

lilj 1-.にも燃がっていく Jということについて、小・

Ij l辿悦のほ業を考える視点から次に検~i:lする。

4. iスキルよりもコミュニケーションJと

は

外1 '\1品川!日jは、 }，~*理念として 、 スキルを身に

つけさせることを II~-接的なねらいとするものでは

なく 、「小学校段|析にふさわ しい外国間でのコミュ

ニケーションìM1Jを行う こ とにより、IjJ ・ II~ : Jサ-;'7:

校のう1:~J~l1fí i弘次官lで 1=1;fW{としているところのコ

ミュニケーショ ン能力の向上にも繋がっていく」

と述べているの「スキルを身につけさせることを

11'( l妥的なねらいとはしなしづという考え)jは、ど

のような純総を符て1.1'1てきた ものなのだろうか。

また、なぜ、そのことが中・21iのコミュニケーショ

ン能力のliJj1-_(こつながっていくのであろうか。そ

の刈!必的な似拠はどこにあるのだろうか。本部)で

はそのことについて与・えてみる。

「スキJレを身につけさせる ことを直接的なねら

いとはしないJという考え方は、 200611::3 )Jに

11'1されたIjl救車外悶話専門部会 「議議のまとめJ
の1[1で初めて11'1てき た考え方である。「税t{出のま

とめJでは、(l}vtj-H'スキルをよ り1fi.:悦する考え)j

と、(2)コミュニケーションをより童相iする4・え)j

があるが、外1"1副部会としては②のブjli'jを11mす
ことにした、と述べている。「審議のまとめjに

おいては(1を「スキル重視の考え方J、②を「コミュ

ニケーシヨン爪悦の考え方jというふうに呼んで

いる この「瀞議のまとめjを受けて、その後の
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議論がjJtみ、その結栄「コミュニケーションをif(

mする考・え方Jは学習指jnzj加の'1'身にも大きく

影斡を IJ，えた。

それでは「スキJレより もコミュニケーションを

重視するJとは具体的にどのようなことを指すの

だろうか。スキルとコミュニケーションを分けて

考えるべきなのだろうか。「税誕のまとめ」では「ス

キル」が何を桁しているのかはIYJ硲に定義されて

いない。 しかし、それを、「文法 ・訓告主」を析す

と考えるとわかりやすい。そのよう に定義すると

「スキルよりもコミュニケーションJという考・え

方は、以下のように考えることができる。

例えば、自分が「肝-きな野菜について相Ff.に

伝えるJという活動をJ5・えてみる。学科1'1'は '1

like -.'・という形で r-が好き」という形は7;11っ

ている。 と こ ろが I~I 分が好 きな ~，ド~をみ:tJTI-でM

というのか分からない。そこで、年:習者は .1like 

this，"とfiって野菜の大きさを示した。次に "1ts

color is orange，"と7守ってその色を伝えた。以後

にハロウィーンでよく比ることを思い出して"We

see this in Halloween season."と述べたとしよう。

これをIlfJいた ALTは、おそらく "Oh，you like 

pumpkins，"と行ってそのザ:刊才i'が"pumpkin"カf

好きであることを理解するであろう。

この郁例では "pumpkin“という話会どは/1'，てい

ない。 しかし、パンプキンスープの好きな学刊行

は、カボチヤが好きなことを+初州11ド工乎Fに伝えることに

は!成必1万功3カJしている。前述 したように「j苅!百i
キル」と考.えると、 pumpki川nはl川|ハ1ていないので

スキルという点カか、らするとこの文はう乞I!必j比Lしていな

い。 しかし、スキルという点ではなく、コミュニ

ケーションと いう点からすると IYJらかにこの'下:何

者は|当分が伝えたいことをμえることに成功して

いる。このようなlJi，(91Jを「スキルよりもコミュニ

ケーションを亙悦するJと考えるとわかりやすい

のではなかろうか。

外国間を初めて年:ぷ~~J)l 行は当然のことながら

文法や新必の知識はIU~ られている。 |決られたr.1I，1伎

のrl'でコミュニケーシヨンをl';llろうとするとぷ現

方法をて夫するしかない。後述するように、ジェ

スチャーなどを含む再い換えやili;iiなどはブj附的

能力と呼ばれるものであり、 コミュニケーシ ョン

能力を榊成する重要な能)Jのlつである。

大城 (2008)はアメリカ人中学生と交流した 11

本人中学生のコミュニケーション場而において大

きな障害となったのは「254a力の不足」であった

ことを自らの体験をもとに報告している。報告

、11:の中で、例えばアメ リカ人小学生が ・1・mfrom 

California，"と言ったので、「私のいとこもカリフォ

ルニアに住んでいるJと言おうとしたが、「いと

こ」という単語が分からずにコミュニケーション

がス トップしてしまったという事例が制介されて

いる。「いとこJが1っからなけ'れば、 myfather's 

brother's sonなどとEfいJ集えれば、 Mとか切り

抜けられたはずである。

作ji:者は日本の英知数行で'Mも不起しているのは

「言い換えJなどの方法を含む方時的能力ではな

いかと考えている。学習の初期の段|併から必民以

上に文法 ・語叫がiT(悦され過ぎたために、)jl術的

能力を使うチャンスをうたってしま ったのである。

このように考えてくると、小学校外|五I，mi/j動にお

いて「スキル (語誌や文法)よりもコミュニケー

ションを重視するj ということがいかにJfI~であ

るかが理解できる。

コミュニケーション能力とはやIJかということに

ついては、研究者のUIJでも長く議論されてきた。

様々な考え方がある'1'で、11，(もJLく受け入れられ

ている考え方がCanaleand Swain(1980)の舵II/Jし

たコミュニケーション能力の枠組みである。それ

は①文法能力 (文や文市を作り /1¥す能力)、②社

会77語学的能力 (発siltの迎切さを判断できる能

}J)、①談話能力(文レベルではなく文市 ・文脈

の桃成に|民jわる能力)、 @方I!I台的能力 (J!?抗力の

不JtなとRを 干iIì ってコミュニケーションを統~)'てい

く能力)の 4つで榔成されている。

その枠組みを使って Savignon(l997)は、 4つの

椛成要素は学習の段階が逃むにつれて、その;1則合
が変化するものであると「動的Jにとらえている。

彼女はこの考えを「逆さピラミッドJで去してい

る。Savignonによると学科者はピラミッドの先

端(ここでは逆さピラミッドの下の1以内)からピ

ラミッドの底辺(ここでは逆さピラミッドの 1'，li) 
へ向かつてコミュニケーション能力を身につけて

いく 。はじめの段|併は文法能力、社会iJiifTJjt:的能

力、談話能力は皆!!!fiに近い状態である。 したがっ

て方|略的能力の山める訓令は当然大きい。学Wが
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進むにつれ、文法íì~ :;IJ など他の能力の Iliめる :ijリ介

が大きくなり 、M終的にはピラミッドのJiLillにた

どり泊き 、4つの能力をバランスj込く身につけた

学問-fi'に成長するというわけである。(1χ11を参

)
 

，目、，s、
1
・
l
'
 

(図 1) 

< Savignon(l997)を参考lこ下.者が作凶>

l;: ~野 J旨 i卑1.tiifiの外|五I~-H十日動が、文法よりも

コミュニケーションを取初tするというのは

Savignonのコミ ュニケーションモデルを与える

と極めてl二1~然な学科プロセスである 。 また 、 「械々

な =r-段を使ってコミュニケーションを I~I る J とい

う記述も Savignonの逆ピラミ ッドの考・え)j7う、ら

すると納利できるものである。4つの能))は逆さ

ピラミッドのJJ主辺へlil川、ってゆるやかにその訓令

を変イヒさーせていく 。 このI~II を凡てもわかるよう

に、突然、文法iV)の'，lflJ介が大きくなるというこ

とはない。コミュニケーションをJT(tnしながら、

文法能力をはじめとした他の民主を緩やかに身に

つけ-ていくことが大切で‘ある。小 .'1'の.iiliH!Jのな

かでもそのことをー卜分にぷ織することがJJF't-であ

る。

5.小学校外国語活動の要点

小学校外 1 '、l初出動は従米の中学校の1Æa{~. とは似

ているところもあるが、災なるところも多いこと

を前述した。「外|五!日hi，ijjfi)Jは広いなl味でのコミュ

ニケーショ ン能力を行!えするための-Eiiとして位

"1;'，:づけるJこと 、iU本，;れとは異なる青話に触れ

させることにより 、|可祁力の向上』こも相乗的lこすf

するものとするJこと、さらに「スキルを身につ

けさせることを直按的なねらいとするものではな

いJことなどが、そのユニークさのこi:.なものであ

る。そのユニークさに基づいた授業の要点を全て

述べることは紙川の|弘j係から難しし、。そこでソj、.

rl'の辿携という制点から 「スキルを身につけさせ

ることを11'(般的なねらいとするものではなく 、小

学校段階のふさわしい外同誌でのコミュニケー

ションiifj!fUJを行うことが、小 -高等学校の年:湾指

J話~・符l で 11 t:;iとしていると ころのコミュニケー

ション能力の向上にも繋がっていく Jということ

に焦点をあてて、小学校外国語机i!fi)Jの授業事例を

初介しながらその~:点を述べる 。

以 1" に ifli 介する ~J ~ 例は 2012 1f 6月に A小学

校の校内J受業研究会で公開されたものである。

J受業学年は 6年性。題材は iHi.friends! 2Jの

Lesson 2で Whenis your birthday?を扱って

いる。Hi1ア'riends!では rl本の行事 と、それが

れわれる千J-.'Jiなどを紘で結ぶなとの活動が行

われることになっており 、その吊卸jのなかで

"When is !-finamatsunT などの表現が使われる

ことになる 。 そして 、 11~終的には "When is your 

birthday?の去現を使って友達同て1:で誕生日を間

き合う i，fi!li1Jへと発挺していく 。

本 I"~ のほヲ住民 IJrl では指導者は "When is 

日間maturi?'と IHlくのを止めて、

!-linamalsuri in March. How do you say 

/ !i/Jama邸unm English? ..と英語で質問した。児

i'i'tは|淡どうしで「ひなまつり」を英知で何という

のか話し合った。児主のIlijでは 「ひな "という

のはお航さまのことだから princess festivalで

いいんじゃないJiひなまつりは女の子の 11なの

で girlsfestivalがいいよ」などの会話が交わさ

れた。また.i“ひな "ってイIIJJというつぶやきも

Ill-lこえた。似ぃ;iAし介い前助ではあったが.児童

ρ
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の会話の"-1からさまざまな意見が飛び交った。

従米の英語教TTは. どちらかというと市計?を先

に救えてきた。そして教えたIjliHfを使って前助を

させた。 したがって学判官は多くのljJ.~nを 'J't える

ことを強い られた。 もちろん必いことではない

が.そのこ とが逆に「覚えていなければできない」

という学習古を作ってしまったのではないだろう

か。尖|療のコミュニケーシヨンの助川では.12え

たljtJn-だけではJJ.!.りない。なんとかド|分なりに甘

いJ集えたり 作り 1'1¥したりしていく必弦ーがある。

そこに;.{f11したのが本H手の授業のポイン トであっ

た。

そ の{也にも HRTヵ、ら "Howdo you say 

f(eironohi?' (f敬老のnJは何て有ったらいいの

でしょうか)などの1tlgJも山 された。それに対

して児蹴は oldpeoples dayや grandmotherand 

grandfather's dayなどと 白分たちの考えを11¥し

た。一人の兇!il~からは「敬老という 言葉は敬うと

いう立I!本があるから.敬うという 2来を入れな

いといけないのではないかJという発計があっ

た。指導者は.それでは「敬老というのは英訴

で何 とi-1うか及・訊112I科の先生に聞いてみよう」

と似 した。その児1Rは "Howclo you say keirou 

in English? と央部点字|・の先生に部ねて respect

(=時敬する)と いう言取を引きIUした。そして

“respect old people day という 古糸・をfilJり11'1し

た。

この~Jj 例は諸説がうLに与えられるのではなく、

吉し叶換えや造却という )jll栴的能力の育成を 11桁 し

たものである。このような川励を過して、lji.誌が

分からなくてもさま ざまな手段を使ってコ ミュニ

ケーシ ョンを行おうとする児指が行成されていく

ことと与ーえられる。

次の.~Ji.例は 2013イ1".6川の B小学校校内授業研

究会にて公IJ:Jされたものである。授業学年は5年

生。授業のねらいは①とeんな料理!なのか尋ねたり 、

答えたりするぷ現に'1ftれ親しむ、 ②スリーヒント

之ニムを泊して友迷と和般的にコミュニケーシヨ

ンを閃る、となっている。(ド似却すi') 

仮設はれ111の微々な料理J!をス リーヒン トクイ ズ

にして楽しむというものである。スリーヒントク

イズは以下のように行われた。

ヒン ト を 11'1す児lilの グルー プ ~ It's noodle. 

答えを考える 児童のグループー Howdoes it 

lasle? 

ヒントを1'1'1す兇IIIのグループ:It's sw巴et

干与えを考える 児 li/~: のグル ー プ: Where is it 

from? 

ヒント をIl¥す児童のグループ Ifs from Italy 

終えは spagb巴uiである。スパゲッテイ が sweet

かどうか、授業を聞ながら疑問に思ったが、答え

を考えるグループは Il'S[rom Italy.を聞いて在jiJ干

にたどり着くことができた。

スリ一ヒ ントクイズは夕外ト国百語詩i活舌E動功ではよく f行子わ

れるi祈}前H

ぞ名者i.でで.あるJ易場L品;合もあるが、本時のように児童の場合

もある。どちらにしても、ヒン トを山すi!!lJは f(自

分のヒントで)答えが分かつて欲しいjという気

持ちがあり、 1mくll!1Jは「答えを早〈 当てたいJと

いう気持ちがある。「伝えたい .分かりたしい、づ」と

いうj状犬況のlけ小|ドlで

口話台に』集i長4ν叶l川11寸1す-る。この活動の良さは方略的能力の養

成にも役立つことである。前述した言い換えは、

日IJの汚い方をすれば「ヒントを11'1すjという こと

と似ている。言いたいlji.語が分からない場合は、

中11ミrにそのものが分かるようなヒントを出すこと

によ って伝える ことが可能である。その点から、

このス リー ヒントクイズは{憂ltたj丙動と言える。

以後の.f]T.例は 200911三6)1の校内研究会にて公

開されたものである。5年生のJ受業で、本時のね

らし、はfI-Iowmany broth巴rsand sisters do you 

have? を使って友達の兄弟 (~ïli妹) の数を訓べよ

う」 であった。この授業はプ/ーナw身の ALTと

のティームティーチングで行われており 、授業

liij三|ヱの ALTとのやりとりが大変興味深いもので

あった。HRTは本H、?の表現を使って・'I-lowmany 

brolhers ancl sisters clo you have?"と聞いた。す

ると ALTは“1have three sisters."と答えた。児

訟のなかから、fALTの先生は長女なのJという

y:yがあがった。そこで、 担任の先生は「長女は

何てIHJけばよいのでしょうかJと児童に投げか

けた。ある児輩は 「“Areyou one sister?"じゃな

いとJと立見を述べた。すると別の児輩が fOne

はiというな|床だ‘からおかしいよJ、次に日Ijの児

円，.
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れが r"Areyou old?・・じゃないjと述べた。する

と「それは年寄りという意味だjという山市が現

れた。そうしているうちに、 r1番目、 2祢11、と

いう立l床どから 日rst，secondじゃない ?Jという

児引が現れた。これにはみんな納得したよう で、

~'I I，H:の先牧はその子を指名して「それでは八LT

の先牛に IH'] いてみて」と指示した。 Y~i'i1 は Arc

you first?とIJfJいた。すると ALTの先住は γes，

1 am the first sister in my family，"と終えてこの

" II:J:lii "はWf.i:Jとした。

このほJ:の良さは、指導者が児童に「何て1mけ

(;!:'l~いのかな?Jと投げかけたことである。J行時
計がーノバ10に終えを示すのではなく、見了ilにJ5・え
させた。 しかも、この質問は児7RからIIIてきたも

のである。「どうしても聞きたい!Jという気持

ちに突き動かさ れて何とかして「長久-かどうか」

聞き11"す)j法はないかを考えている。八uthcntic

なコミュニケーションの場面で、自分なりに1<・現

を考えさせるという点は方略的能力のlilJ1'，にも大

いに資するものであり優れた実践と言える。

6.中学校入門期の指導者に求められる留

意点

(1)外国語活動の目標や内容を理解する

小学校の「外凶諸活動JとIJJ学校の 「外I'filjn手I'J
は11t~\だけを見ると大変似ている。 1-1 除・は rllm

す)J1古JJであるから、目標が択Fなっていては、、li

然小・ IJIの述舵も考えられない。似ていて当然で

ある 。 しかし、それぞれの学習指導嬰鎖解説il ~ を

読むと 、IJi:点の'ji'iきどころが異なっていることが

jっかる。

例えば「外|ー1<1却を通じて、言語や文化に対する

則的平をi決める」という点に|見jして言うと 、IJI!';I斗立
が「ザ:~'}I ;f.J' [6<1. 'U;jHの言語や文化」に_ili}，'，(j){ iiり)、h

ているのに対して、 小学校でーは固辞;を合めた rlllM

JLv、1・lztや文化」を含んでいる。「コミュニケー

シヨンへの態度J に関しでもヰI学校では rq:~'}1，t:J・

U{ I j'，atを使う|採の態度Jに重点が世かれているが

小学校では「幅広く日本語のコミュニケーシヨン

への影守中Jも悦野に入れている。また、小学校の

ほうは 「態度が行っていなければ知識や技能を身

に付けたとして も、それを活JfJして実際にコミュ

ニケーションを行なう ことは難しいJ(r小学校

'7:)，J){ ~行j淳史領解説.外国語編j ) と説明している

のに対し、小竿学:校のほうは「ジエスチヤ一なとど，λ1 
A応=によらないコミユニケ一シヨンの司手手段もコミユ

ニケ一シヨンを図る上で

l娩をj泊泊してさまさざ‘まなコミユニケ一シヨンのjみh法J去i 

に自削触d虫!れさせることが大切でで‘あるJa外|川瓦川1，1必f行出;討j的丹仰励J向附!午1 
、ぷ説1.Jμ)としている。文j泣法j去=や語i説ιが Eイl'分でで.はないカか

らと いつて、コミュニケーション前動を制限する

のではなく 、!H-.lられた文法や諸説ではあってもコ

ミュニケーションができる体験が重~であること

を述べたものである。

このようにみる と、小学校の外側諸的動と'1'学
校の英語は似ているよ うで異なる点も多い。入門

JUJをfl!当する教師が外国語活動の1It:'¥と|人n年を卜

分.fII¥I(J干していないと過度な期待・を持ちすぎて、必

要以上の 'r~ を生徒に求めてしまう可能性も ある 。

逆に、不 l'分ではあっても児童はかなりのlili叫や

}<J)Lに'11'[れ親しんでいることを長"らずに、それら

のiili泊や表現を初出として扱うと 、 ~~ îi:Uま .ìli J:I \ し

てしま う 。 紡栄として「足踏み状態J を~ñiv 、 られ

ることも考えられる。入門知jを担当する#xr.iJiには、

外11、|判的動の目標と 内谷をしっかり J!I¥解して町う

ために、まずは f小学校学胃指導嬰飢 .外l五1~lfiti

助編jをはじめとして、関連flF籍へも l'分にnを

とおして広!きたい。教材の lっとして文部科学/(1

からl'ie，(!jされている rHi，friendsU については、

しっかり 11を辿しておく ことは、当然、のことであ

る。

(2)校区内の小学校の様子を知る

liir iliしたように、公主主財団法人-!ii:;t1i.検定協会の

.J，'，J1f.によると 、小・ 1:11の連携にllY.りキ11んでいる小

ザ:校は会問的にみる と5096程度であると以われ

る。小 ・1J1:Iili般のIJ-'身について、さ らに詳し く比

てみると、「授業参観や意見交換」などを行って

いるところは 41%、「勉強会や研究会を介l，iJIJH111U
しているところは 15%、「教員や JTEが行き米J
していると ころは 10%、 「指導資料や教材1・'~;の配

イriJを行っていると ころは 5%程度である。

r ~支・ 1~参観や;立見交換J と いうことに IlJl っ て号
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えてみると、 4WIJの'"学校教師は小学校の授業を

参観したことが.J!liiJ!lJできる。A作者が全圃レベJレの

研修会において、いくつカか、の市11日1)"村の教f育了委iμi会

のJ指行削H瓜下rれ-1セi七ヤ:ト-引に|日l巾虫町到1'(で白11問!H川!リiしたところ、 小学校の先

生で小学校の外1 1i1 ~IÏ'iï刊リJを参観した先生は、せい

ぜい2-3'，IIIJ程度ではないかということであった。

はっきりしたデータは今のところ示されていない

が、 '1 " 下校の数1~で、小学校の外!主l d??活動を参観

したことがないという救1~ は 6 ~.'IIJ- 711/IJ税J互によ

るのでないかとW~ iJ!lJ さ れる 。

「桁1f"f.資本'1-や教材などの配布を行っている」と

いうことに:.í~つては 5% の実施状削である。 ほと

んどのIドマ:校の教uは校灰|人jの小学校の指導資料

や教材などははたことがない。数学や同誌のよう

に、これまでも小学校で長く指導されてきている

教科の場合はともかく、小学校外国諸活動は、前

述したように、小学校のJ行部内符と似ているとこ

ろもあれば~'~なるところも多い。 必修化されたこ

とによって、11-1>:の英siltf文ffのスタート地点が変

更したことを立l保している。このような大きな枠

組みの変~であるにも|品l わらず、半数以上の'"学

校の共和救uが小学校の授業を参観することもな

く 、桁j持資本|や教~~・なども~くJ，t!.ていない。 J受業

を設計するためには、~'C.:m 生徒の実態を断まえ

る必要がある。実態を踏まえずに上手く いく授業

などあるはずがない。小学校の英語教員は、授業

を参制し、指導資料などにも Uを通し、自分たち

が受け入れる兇盗 ・性従がどのような体験をして

いるかをイ-分にJ巴~hlする必裂がある。

r' l'純り，~JJII紛diにおいては、小 ・中連携の一環と

して、 小学校の英，m:rkr.11iが小学校の授業へ11¥向い

ていき、小学校の.数μとティームティーチングで

授業をしている例が比られる。授業参観をするだ

けにとどまらず、 ')!; I~j~にJ受業を担当すれば、見説

明Wf.はさらに深まり 、スムーズな入川JijJの桁単に

繋がっていくものと忠われる。

(3)多棟な生徒への対応を考える

文部平I.lt怖のIJt.]1f.によると 6年生で「英知が

好き、どちらかというと好きJと終えた児躍は

71.1%である (11'(111木綿チ. 2013.2)。逆に言うと

30%関の山ii1は、入学Hふりiで英;!?が搬し、になっ

ているということである。 外国語活動の場入以前

は、小学校 1.{I~Lたから英語の学習をスタートさせ

ていた。当然のことながら、全ての生従が、新し

く，}:ぶ教科に興味を持っていたと思われる。 しか

し、外|五l，lIl-i，riyiJJ滋入以後は、入学生徒の 3;IIIJは

l況に英語に対して興味を失っている。大城ほか

(2013)では、 小学校5目 6年で 2時間の外国語活

動を実施しているところと、 l時1ft]の外国語出動

を実施しているところでのスキル而での成栄を比

較しているが、 H制:n数の迎いはスキル而の追いと

なって現れていることをI!l-Jらかにしている。公孫

1I~' 1 ・11法人 11 本英ぷ検定協会の調査では 、 迎 1 時 111 ]

を実施している小学校が8296で圧倒的に多いが、

迎 211与111]、ま たは小学校の低学年から実施してい

る小学校もある。時111]数の違いによってスキJレ而

でも多機になってきていることが考えられる。'"

学校入門WJを担当する教員にはスキJレ面、態度而

の 111~Jïにおいて多様な生徒が入学してくる こと を

念頭において指導を始めることが求められる。

7. 中学校入門期指導の具体例

(1 )既習事項を盛り込み、コミュニケーションを

行う

外同J1i活動の2f!，入以前は、英語は中学校から初

めてq:.ぶ数字，.であった。教科・{!i:は文法シラパスに

なっており 、大多数の教師lま第 l課から順序よく

教えていた。'"学校から始まるため、教科'，IH，こ/1¥

てくるものは全て初/1¥であった。

手元 Lこある SunshineEnglish Course 1 (間

1:正常、平成 24il~ lrt版) の教科モ;ーをみると、

Program 1でアルファベットが場入されている。

続いて、Program2では Iam・..You are ... 

1'm nol....停が羽入され、 Program3では Ilike，

'. Do you likc"・?J don't ・・¥等の導入がi泣き、

Program 4では Whatdo you...? How many"'? 

などが続いてし、く 。'"学校入門WJの授業を参観し

ていると 、今でも 、従来のように文法事項は全

て「初IIUと考えて授業を展開していることが多

い。教"(f'jfJI)Iを終えて大学に戻ってきた学生の訴

の'"にはrcanを使って生徒と対話をしたところ、

指滋の先生から canは未習なので使わないよう

nu 
r
d
 



に」と折りされたという JItが今でも II;~ 々/['，てく

る。Whatや Canは 2'γ:JUJ の J行噂 ~Jï.JJ'[だからと

いって、 2ザ:Jリlまで待つ必裂は全くない。既背の

表現を芯jxl(I(Jに使い、 人/t:I'，初jから11tかなコミュ

ニケーションを心がけることが大切である。

ブ大亡J)，成主.A械放111 (2009) のfi川iJ冴}斤f究によ ると 、d生三従は 「わ/イ小jト、

学学:校で災;訊H-;ををやつてよカか、つたと感じる11時i侍寺はいつ

カか、づJというと 「小Jう7小;!詐fた:校で ~J刊刊3町句h守j つ た I巾i予t

れたi時侍Jである。Ijl!半:校の先'-1:.が、入学初期!にお

いて 、 1~也 ~J町iを立 I:;.!I的に使い 、 '1:.徒に平i用h長を

持たせることは立欲十jけの.'，'.(iJ、らも意味のあるこ

とである。

以ドは SUl1shincEnglish Couse 1の指導iljに

紹介されている'1"7:校での杭 11時の桁i草案の 1i~l\ 

である。

T: Hello. everyonc! 

S: Hello! 

T: 1'111 your Engli日hlcacher. Ho¥V are you 

today? 

S: Finc Lhank you. And you? 

T: 1'111 fine lOO， lhank you? 

T: 00 you know l11y namc? 

S: Tanaka-scnsci! 

T: ThaL's righL. My namc is Tanaka， Tanaka 

lくenji.Tanaka is my family name. " 111 ・・

means "rice field" ancl・"1'"means“midd1c." 

So， my family namc mcans "the miclclle of a 

rice field." 

Who has ・'aricc ficld" in your nal11es? for 

exal11plc， " 1I1I 1 " ancl "ー引"have "a ricc 

field" in th巴irnamcs， 

Who has "a ricc ficld'目 inyour nal11es? 

Please raisc your hancls. Oh. you have・a

ricc ficld" in your family name， What's 

your namc? 

秋山liの発;lqの'1'には、 familynamc， middle， ricc 

ficld， 00 mcansなどをはじめ、Whohas OO? 

等も入っている。'1"下校の教利 ji-で1まずっと後に

なって出てくる"!?恭ヤ文相であるが、小学校の外

凶語的fゆなどではIHJき 慣れた~<.現の l つである。

このように、人'7: 1~(後から L~習がJj(をふんだんに
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枚印liの党，;，r..の'1'に収り入れ、コミュニケーション

を I 'xl っ ていくことが大切である。 また、 I~~"I ~J i.J Ji 

でなくても 、IVJ雌な丈JDi(とともに訪必や1<.税を

{・上っていくことはむしろ望ましいことである。小

学校の外11;J，;ii-i，ri肋は、未腎の語誌や表現があって

も、 IHIさ続けようとする態度をずtてることがその

11 仰の lつである。'I'!学校のJ受業の初めから、で

きるとけ丸山を使い、{反にうi毛予ドF.IJiであっても 、

fJhLh'lmやジ工スチャーなどを使って'1".従のJIHjfjl(，

をWJけ、 :!7.かなコミュニケーションi古動を行うこ

とが、 まさしく 小 ・ '1 ' の述H~の'1 'で大切なことで

ある。

(2)自由に話す時間を 「帯活動Jとして実 施す

る

11，1t伐になると 、1IIi:iAしたように、Program

ヤ Lcsson に治 って授業が展開され、授業は

largeL scntcncc と呼ばれる IJ 標文を理解、 )，~11与

することにiT(点がiiqかれる傾向が強い。したがっ

て、コミュニケーションj百助においても 、largel

scntcnccを使 って procluction(表現) を11'うこ

とになる。 これは PPP(Presentation，PracLicc， 

and ProclucLion)アプローチと呼ばれるもので、

!よく行われている桁埠技術である。

ところが、小午:校の外匡1;雨前動は、j卦而シラ/す

ス、もしくは トピックシラノすスになっており 、そ

のJJ)j1(liヤトピ ックの'1'で犠々な表現が使われるこ

とが多い X、不完全ではあっても 、微々なl-l交
を使って I'I分のg?いたいことを優先させてコミ ュ

ニケーシ ョンを|立|ることが求められている

I'I分の.色':1文|するメ ッセー ジを適切なJι位ヤ火

J:lLを使って I
j. l~n'1ヒ /1\ 来ない場合、 ;t刊行はつ

まずきに |治 ってしまう 。 この 「つまづき Jを

Swain( 1998)は火への気付き (noticinga hole)と11'['-

んでおり 、J11ltwflJの過程では認知iプロセスを 11~

すもの と し て if(~であると述べている 。

小i't校においては、この 「つまつ.き」をジ Jぷ二 ス

チヤ 一ペヤJサM別|リJoの)TJo支立でで，0 ~点t江~DJ訓'JI~する こ とを{体本A験免してきた

カfぺ、i川lド1ド'J下i
ながら、 . )jでは計五計化する努力も必~である

しかし、 pppアプローチのような桁導過料では、

I'I分の Ifいたいことよりも、ターゲットになって



いる表現を使うというと ころに重点が綴っている

ため、 i'I分の「つまづき」に陥ることがあまりな

い。t'J分の「つまづき (穴)Jに気付き、現在の

百liltレベルと I!.I分が表現したいレベルをJ[ltめてい

くれ:業が、まさに英-語の学習なのである。つまづ

き(穴)を経耳炎させるには、学科者がJいたいこ

とを口-わせるilE-動がどうしても必裂である。

fit米町!の丈i:Lシラパスの'11で、小学校の外|出{1

1首助のように、何とかしてl当分のti'v、たいことを

百わせる的助を、例えば帝活動として依iEづけて

行えば、小学校とのコミュニケーション活動とつ

ながり 、イf~:)Jな的動となろう 。

t'\!， JJI5出 (2011 ) は、 中学校 l 年生の初JUJの段1)1.~

からぺアで 30秒のチャット活動を;:i~: ~rj !li)Jとして

災施している。彼の実践のユニークなより;は、会話

をあtけるために「言-いたかったけれどコえなかっ

た表JJU をワークシートに記録させて~J~I I 'I さ せる

ところである。止従はまさに、「つま づき(火)J

に|焔るのであるが、その「つまづき(火)Jに対

して、与)J15仙は個別に適切な表現を舵示しフィー

ドパックしている。 もちろん、生徒もチャット前

動のあとは、どのように言えばよいのかを i'I分な

りに与ーえる ことになる。

J旨j持f:&にlillI1又したワ ークシートには ii川、た

かったけれど言えなかった表現j として以下のよ

うなものが記されている。

①4述休をどうするか。

②ほとんと'1l)~ 11削ご飯にl刷伶汁がでる。

①LI同 Hiが刻ftい。

①7じ談でしょう。

それに対し、教i1i!iからは以下のよう な英文がアド

バイスとして添えらjしている。

① Whal ar巴 yougoing 1O do during Lhc four 

days' holiday? 

② We have miso soup 山.1ostevery morning 

③ [ don't Iike raw fish， 

③ No， kidding. 

これらの例を見ると、実はそんなに îllf~ しい表現

ではない。 しかし、生徒が自分の「火Jに気付 く

とともに、「こんなふうに言えばいいんだ」とい

うことに気付く 。これは言語官科の過程ではとて

も大切な経験となる。小・ 中をつなぐ望ましい実

践である。

8.まとめ

「述携」という i(~~は、 1 1'，;i\'~i8のなかで頻繁

に耳にする 。 ii1医学辿H~J 11王|際辿携Ji地域社会

iili携」など、数えるときりがなし、。 「辿1J~J とい

う 言葉が多く 使われているという ことは、 「述tj~J

が必要とされており、 また、効以をJ-げるとJvm二

されているからであろう 。

しかし、英語教行における小 ・'1.1の述携がうま

くなされているかというと 、本杭でみてき たよう

に、うまく行っているとは言えないことが明らか

である。

学習の段階 (学習背のイ|ニ齢)によ って学習者の

学習の仕方が興なるため、当然桁導法も異なって

くる。 しかし、 :学習の段|併を越えて一貫している

のはコミ ュニケーション能力の行成である。小学

校ではコミュニケーションの「紫地Jを養うこと

が 1=1t;~ とな っており、 '1 1 '子-校では、その「基礎」

を養成することがト1f;~'{である oi ;J;; JiJl.Jを広辞苑(第

五版)で引 くと 「さらに手を加えて仕上げる恭と

なるものJと説明されている。外凶訊活動は手を

加え られてはじめて完成するのである。その点か

ら考えるとどのように手を加えればよいかは、ま

さに素地をしっかり μないとわからない。

本杭では学習指導嬰訂iゃ~・2丹習料理論にも言及

しながら、小 ・'11述iJtの必裂性を論じ、接続j切に

おける具体的な桁諮'jf.例を示した。小 ・中の英語

教育に |刻わる先~I ・'. h に参考・になれば幸いである 。
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